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第9回 ソフトウェアモダナイゼーション委員会 資料

JUAS活動状況報告

2025年9⽉16⽇（⽕）

⼀般社団法⼈ ⽇本情報システム・ユーザー協会
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1.JUASとは

2

⼀般社団法⼈ ⽇本情報システム・ユーザー協会（JUAS: Japan User Association of information System)の略称

中⽴的なITユーザーの団体であり、ユーザーの⽴場から情報活⽤を推進すべく、現在、経営と情報に関するさまざまなテーマや⽴
場に応じた40以上の研究会、委員会を開催し、年間のべ1,000名以上の会員が参加しています。また、ユーザー団体ならでは
のセミナーを連⽇開催しています。その他、毎年、「企業IT動向調査」や「ソフトウェアメトリクス調査」等充実した調査研究を⾏い、
研究報告書を刊⾏し、各種提⾔を⾏なっています。

その他にも、プライバシーマーク指定審査機関として、プライバシーマーク申請の受付、審査、付与適格決定の業務を⾏なってい
ます。

多様な価値観が集まる場をつくり、関わるすべての⼈たちとともに、未来を描き次世代につなぎます

＜協会のビジョン＞

法⼈会員数（2025年9⽉1⽇現在） 正会員A 272社
正会員B 199社
正会員C 4,157社
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2.JUASの事業モデル
会員事業の事業モデル

【MISSION】
⼈と組織をつなぎ、
ユーザーの共創により
社会の持続可能な発展

に寄与する

中⼼価値
「場」の提供⼈ 情報

・会員企業（他業種業界・職位）
・知⾒者/有識者
知⾒者︓深い知識と実践経験、洞察⼒
有識者︓独⾃の専⾨知識と⾒識、影響⼒

・「場」の価値を最⼤化する
テーマ設定
・「場」の仕組みづくり

企業活動・国策などを通じた「社会課題」への対応

影響⼒

プライバシーマーク認可の事業モデル

相乗効果の発揮

個⼈情報マネジメントシステム浸透による安⼼・安全な社会

事業会社（会員企業）

＜経営リスクの軽減＞
審査

・⾼品質な審査の提供
・申請事業者の⾃律的な個⼈情報マネジメントシステム確⽴の⽀援
・個⼈情報保護に関する的確な情報提供

普及・拡⼤
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3.活動概要

https://juas.or.jp/cms/media/2025/06/JUAS_guide_2025.pdf
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4.主な活動実績
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5.JUASスクエア2025（テーマ）
開催⽇︓2025年9⽉4⽇（⽊） ハイアットリージェンシー東京

デジタル技術の急速な進歩に伴い、私たちのビジネス環境は⽇々⽬まぐるしく変化しています。
アニメや映画のような世界も遠い未来の話ではありません。この予測困難な時代においては、新たな「価値」を創造し続けることが、
企業並びに社会の持続的な成⻑にとって不可⽋です。私たちにとって「価値」とは何でしょうか︖
企業価値は、⾃社の利益だけでなく、社会課題の解決など、多様な要素を含んでいます。
さらに、⼈的資本経営も重視される今、社員⼀⼈ひとりの価値向上も⼤切です。
想像を超えた未来で多様な「価値」を⽣み出すためには、デジタル技術の活⽤と先駆的な視点の融合が必要不可⽋です。
情報感度を⾼く持ち、常に前を⾒据えて着実に「価値」を創造し続けていきましょう。その先には明るくワクワクする未来が待っているはずです。
JUASスクエア2025では、講演やセッションを通じて「新たな価値とは何か」、「私たちが挑戦すべきことは何か」について、
さまざまな”学び” と“気づき”を得ることができます。⼀緒に新たな世界の扉を開きましょう。皆様のご参加を⼼よりお待ちしています。
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5.JUASスクエア2025（主な講演）
＜基調講演＞

＜特別講演＞

＜基調パネル＞

全28講演

・基調講演
・特別講演
・基調パネル
・フォーラムセッション
・ランチョンセッション
・コンサルセッション
・事例セッション
・クローズアップセッション
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5.JUASスクエア2025（参加状況）
登録⼈数︓1,157名
参加⼈数︓ 983名

（参考）2024年度参加実績
＊ 参加者の約75％が事業会社、残り25％がSI・コンサル・ベンダー・メーカー
＊ 参加者の約50%が経営者・役員・部⻑クラス
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６. Software Defined Societyの 波を捉えて価値創出へ

Software Defined Societyの 波を捉えて価値創出へ 15:00-16:00 平安の間

企業の競争⼒はソフトウェアによって決まる時代に突⼊しています。

課題の解決策をソフトウェアで実現し、改善・改⾰によって効果を ⾼めていくSoftware-Definedな社会に移⾏して
いるのです。 

しかし、⽇本では古い慣⾏や価値観が残り、直⾯する課題に適切 に対処できないまま国際競争⼒が低下しています。
IPAソフト ウェアモダナイゼーション委員会は、ソフトウェアがもたらす価 値を最⼤化し、産業競争⼒と社会の持続的
発展を実現するため の検討を⾏っています。

IPAソフトウェア モダナイゼーション委員会 
株式会社 NTTデータグループ 端⼭ 毅 ⽒
⼀般社団法⼈ ⽇本情報システム・ユーザー協会 （JUAS）

 藤本 礼久
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６. Software Defined Societyの 波を捉えて価値創出へ

テーマ説明

背景

ネクストステージ・ビジョン

背景・ビジョンの確認

我々がなすべきことは

対談

IPAソフトウェアモダナイゼーション委員会/テーマ/登壇者紹介

①デジタル化投資の急拡⼤、②⼈⼝減少による国内市場縮⼩、
③ソフトウェアによる価値創出

＜ソフトウェア特性＞
①製品（サービス）開発サイクルの短縮、②利⽤状況に分析に基づいて頻繁に改善できる
ソフトウェアを中⼼としたデジタル技術＋社会全体の主体的な参画と対話→価値創出

・ソフトウェアの特性を活かす（対話と更新、⼈間の能⼒を拡張）
・必要となる取り組み「組織」「⼈材」「制度とインフラ」「技術」

①社会課題解決を起点とした新規事業の創出を⾏う上で、事業会社が考えるべき点
（ビジネス視点）
②ソフトウェア特性を活かした価値創造を⾏っていく上で、事業会社が考えるべき点
（実装視点）




